
平成３０年度当初予算の概要

平成３０年２月

上天草市
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１．平成３０年度予算編成方針

(1) 重点化事業への優先的な予算配分

【重点化事業】
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①観光需要と観光消費を拡大する事業（最重点戦略）

②農林水産物の生産・加工商品開発・販売を促進する事業（最重点戦略）

③地域ぐるみで子育てしやすいまちをつくる事業（重点戦略）
⇒①～③は、第２次総合計画（計画期間：H26～H35）の基本構想において、最重点戦略及び重点戦略として位置付けてい

る事業。

④安定した魅力ある雇用を創出する事業

⇒まち・ひと・しごと創生総合戦略（計画期間：H27～H31）に掲げる取組みの中で、評価指標（KPI）の早期達成が急務と

なっている「地場産業の強化支援による雇用の場の確保」を推進する事業。

⑤災害に強い地域づくり、市民の防犯・防災意識の向上を図る事業

⑥合併後における課題を解決する事業

⇒⑤⑥は、熊本地震を契機に高まる防災への取組みをはじめ、合併特例債発行期限の最終年度である合併後１５年を迎え

るにあたり、本市における様々な諸問題の解決に向け集中的に取り組む必要がある事業。

平成30年度予算編成方針（平成29年10月4日付け）において、平成30年度に集中的に実施する６つの取組みを重点施策として選
定し、重点施策の推進のための事業を重点化事業（61事業）と位置づけ、優先的に予算を配分。



日常的な行財政改革に加え、平成３０年度予算編成においても、義務的経費等（人件費、扶助
費、公債費、広域連合等の負担金）を除いた「一般行政経費」については、要求上限額を、前年
度当初予算における一般財源所要額の90％まで（10％削減）として、各部局における自主的見
直しを推進。

(2) 予算編成を通じた行財政改革の一層の推進(マイナスシーリング方式)

平成２９年度のふるさと応援寄附金（ふるさと納税）の額が４億円（前年比116.8％ H28：3
億4,200万円）を超える見込みとなったことから、平成３０年度は、この基金を活用して新規事
業を中心に充当。(H29：2億7,200万円⇒H30：４億円)
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(3) ふるさと応援基金、地域振興基金等の積極的な活用

① ふるさと応援基金

②地域振興基金

合併特例債を財源として積み立て、合併後のまちづくり等のソフト事業に活用できる地域振興
基金（H28末：19億7,800万円）について、対象事業の財源として活用を拡大。

(H29：2億円⇒ H30：３億円)



２．平成３０年度一般会計予算の概要

＜一般会計＞ 歳入歳出予算総額 １８９億１，１５６万５千円

※対前年度比 +２０億６，４３５万８千円（+１２．３％）

（平成２９年度当初予算：１６８億４，７２０万７千円）

(1) 歳入歳出予算総額

〇平成３０年度予算は、合併後１５年目、普通交付税の合併算定替えの最終年度という節目を迎え、

総合計画（前期）の最終年度でもあることから、４町の均衡ある発展と地域経済の再生を目指し、

健全な財政運営を維持しつつ、合併特例債の活用期限を踏まえた公共施設等の整備・改修の推進、

観光振興、地域活性化・地場産業支援の充実、子育て支援の拡充、防災対策の強化など、ハード・

ソフト両面から積極的な予算編成を行った。

〇対前年度比で予算総額が増加した主な要因は、（仮称）大矢野宮津地区複合施設整備事業（7億

2,000万円）及び防災行政無線デジタル化整備事業（3億3,750万円）の新規計上、（仮称）龍ヶ岳保

育園新築事業（4億7,745万8千円）の本体工事等の着工に伴う事業費増などによるもの。
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単位：千円

※1 平成18年度に「上天草市リバイバルプラン（財政健全化計画）」（計画期間：H19～H23）を策定し、人件費及び公債費等の削減に努めた結果、平成21年度

にかけて当初予算額は大きく減少。

※2 その後、引き続き、財政健全化に努め、平成24年度に「財政強化計画」（計画期間：H24～H25）の策定により、平成22年度から平成25年度まで約150億円

台の予算規模で推移。

※3 普通交付税の合併算定替の段階的縮減を見据えて平成25年度に「第３次財政計画」（計画期間：H26～H31）を策定。

※4 平成26年度は、公債費の抑制のための大規模な繰上償還、平成28年度は、地域振興基金の積み増しにより予算規模は170億円台となる。

※5 平成30年度は、合併後15年目という節目を迎え、平成29年度に引き続き、行財政改革の一層の推進により財政健全化に向けた方向を堅持しつつ、ふるさと

納税、地域振興基金等を活用するとともに合併特例債の発行期限を見据えた集中的な投資により約189億円の予算規模となった。

※1 ※3※2 ※4 ※5※4



＜自主財源＞ ４５億８１３万４千円 ※対前年度比+１０億５，１６６万８千円

＜依存財源＞１４４億３４３万１千円 ※対前年度比+１０億１，２６９万円

(2) 歳入予算の概要

〇 自主財源比率は23.8％（H29：20.5％）、依存財源比率は76.2％（H29：79.5％）となった。

〇 依存財源も増となったものの、自主財源は対前年度比において依存財源額を上回る額を確保した
ことから、自主財源比率は、対前年度比3.3ポイントの改善となった。

※ 自主財源：地方税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入
※ 依存財源：地方譲与税、各種交付金、地方交付税、国庫支出金、県支出金、市債
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〇 主な増額項目

・国県支出金（＋3億2,947万7千円）【依存】

・寄附金（ふるさと応援寄附金）（＋2億5,030万円）【自主】

・地域福祉基金繰入金（＋2億円） 【自主】

・図書館建設基金繰入金（＋3億2,000万円）【自主】

・市債（+7億7,860万円）【依存】
※過疎対策事業債（+1億530万円）
※合併特例債（+6億380万円）
※緊急防災・減災事業債（+1億1,740万円）

〇 主な減額項目

・地方税（▲2,026万2千円）【自主】

※3年ごとの固定資産税評価替えを勘案して減額計上。

・地方消費税交付金（▲2,060万円)【依存】

・普通交付税（▲7,100万円）【依存】

※合併算定替の段階的縮減、国予算における地方交付税総額
（対前年度比▲2.2％）を勘案して減額計上。



自主財源
3,456,466千円

20.5%

依存財源
13,390,741千円

79.5%

地方税

2,291,924千円
13.6%

地方譲与税

122,000千円

0.7%

各種交付金
556,583千円

3.3%

地方交付税
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45.2%
分担金及び負担金
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0.7%

使用料及び手数料

117,158千円
0.7%
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6.5%
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23,427千円

0.1%

寄附金

100,000千円
0.6%
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諸収入

175,594千円
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市債

2,031,500千円
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自主財源
4,508,134千円

23.8%

依存財源
14,403,431千円

76.2%

地方税

2,271,662千円

12.0% 地方譲与税

125,000千円

0.7%

各種交付金
529,196千円
2.8%

地方交付税

7,541,000千円

39.9%
分担金及び負担金

120,924千円

0.6%

使用料及び手数料

113,453千円

0.6%

国庫支出金

2,088,167千円

11.0%

県支出金

1,309,968千円

6.9%

財産収入
93,333千円
0.5%

寄附金

350,300千円

1.9%

繰入金

1,388,785千円

7.3%

諸収入

169,677千円

0.9%

市債

2,810,100千円

14.9%

189億1,157万円 168億4,721万円

H30年度 H29年度

〇歳入予算の内訳



(3) 歳出予算の概要

〇 主な増額要因

・民生費：（仮称）大矢野宮津地区複合施設整備事業の新規計上、（仮称）龍ヶ岳保育園新築事業の本体工事等の着工に

伴う事業費増等による増額。

・土木費：市道永浦樋合２号線道路改良工事（社交金）の新規計上、樋島大橋補修工事、市道舗装工事等の事業費増に伴

う増額。

・消防費：防災行政無線デジタル化整備事業の新規計上等に伴う増額。

〇 主な減額要因

・衛生費：病院事業負担金・出資金、スパ・タラソ天草外壁改修事業等が減となったことに伴う減額。

・教育費：松島総合センターアロマメインアリーナ空調設備事業、松島総合運動公園陸上競技場人工芝整備事業の皆減。
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〇 主な増額項目

・民生費（＋12億2,607万6千円）

・土木費（+4億580万8千円）

・消防費（＋3億1,661万8千円）

〇 主な減額項目

・衛生費（▲1億235万円）

・教育費（▲3億5,888万9千円）

①－1目的別歳出（款別）



議会費

145,901千円
0.9%

総務費

1,888,751千円
11.2%

民生費

5,587,591千円
33.2%

衛生費

1,732,902千円
10.3%

農林水産業費
652,970千円

3.9%

商工費

1,001,401千円
5.9%

土木費

820,207千円
4.9%

消防費

663,570千円
3.9%

教育費

1,688,333千円
10.0%

災害復旧費
618千円

0.0%

公債費

2,506,900千円
14.9%

諸支出金
128,063千円

0.8%

予備費

30,000千円
0.2%
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①－２目的別歳出（款別）

議会費

145,075千円
0.8%

総務費

2,013,365千円
10.6%

民生費

6,813,667千円
36.0%

衛生費

1,630,552千円
8.6%

農林水産業費
904,647千円

4.8%

商工費

929,061千円
4.9%

土木費

1,226,015千円
6.5%

消防費

980,188千円
5.2%

教育費

1,329,444千円
7.0%

災害復旧費
10,549千円

0.1%

公債費

2,522,100千円
13.3%

諸支出金
376,902千円

2.0%

予備費

30,000千円
0.2%

189億1,157万円

H30年度 H29年度

168億4,721万円



10

〇 義務的経費（人件費、扶助費、公債費） 85億8,012万9千円（＋8,191万2千円）

・人件費 28億4,916万8千円（▲1億1,711万7千円） ・扶助費 32億886万1千円（＋1億8,382万9千円）

・公債費 25億2,210万円（+1,520万円）

② －１性質別歳出

〇 投資的経費（普通建設事業費、災害復旧事業費） 38億2,103万6千円（＋16億5,931万3千円）

・普通建設事業費 38億1,048万7千円（＋16億4,938万2千円）

・災害復旧事業費 1,054万9千円（＋993万1千円）

〇 その他の経費 64億8,040万円（＋3億2,313万3千円）

【増額項目】

・物件費 19億4,824万4千円（＋1億2,672万3千円） ・積立金 3億7,690万2千円（＋2億4,883万9千円）

【減額項目】

・維持補修費 806万9千円（▲418万2千円） ・補助費等 23億8,036万3千円（▲1,422万円）

・投資及び出資金 1億5,368万3千円（▲1,374万3千円）・繰出金 15億9,513万9千円（▲2,028万4千円）



義務的経費
8,498,217千円

50.5%

その他経費

6,157,267千円
36.6%

投資的経費
2,161,723千円
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維持補修費
12,251千円

0.1%
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0.8%
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167,426千円
1.0%

貸付金

18,000千円
0.1%

繰出金

1,615,423千円
9.6%

普通建設事業
2,161,105千円

12.8%

災害復旧事業
618千円

0.0%

予備費

30,000千円
0.2%

義務的経費
8,580,129千円

45.4%

その他経費

6,480,400千円
34.3%

投資的経費
3,821,036千円

20.2%

人件費

2,849,168千円
15.1%

扶助費

3,208,861千円
17.0%

公債費

2,522,100千円
13.3%

物件費

1,948,244千円
10.3%

維持補修費
8,069千円

0.0%

補助費等
2,380,363千円

12.6%

積立金

376,902千円
2.0%

投資及び出資金

153,683千円
0.8%

貸付金

18,000千円
0.1%

繰出金

1,595,139千円
8.4%

普通建設事業
3,810,487千円

20.1%

災害復旧事業
10,549千円

0.1%

予備費

30,000千円
0.2%
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② －２性質別歳出

189億1,157万円

H30年度

168億4,721万円

H29年度



(4) 普通建設事業の推移（普通会計ベース）
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〇主な普通建設事業

H26：【補】前島地区総合開発整備事業（3億5,000万円）【単】姫戸統括支所建設事業（2億5,877万4千円）【補】水産流通基盤整備事業（大道）（2億円）

H27：【補】前島地区総合開発整備事業（3億8,123万7千円）【単】姫戸統括支所建設事業（3億4,882万9千円）【補】上天草港（江樋戸港区）改修工事（1億7,050万円）

H28：【補】前島地区総合開発整備事業（3億4,785万円）【補】上天草港（江樋戸港区）改修工事（1億7,050万円）【補】樋島大橋補修補強工事（8,000万円）

H29：【補】前島地区総合開発整備事業（5億5,531万9千円）【単】ｱﾛﾏﾒｲﾝｱﾘｰﾅ空調設備設置事業（3億1,050万円）【単】松島陸上競技場人工芝整備事業（2億2,000万円）

【単】教良木保育園新築工事（1億6,180万円）

H30：【単・補】前島地区総合開発整備事業（4億1,950万円）【単】（仮称）大矢野宮津地区複合施設整備事業（7億2,000万円）【単】（仮称）龍ヶ岳保育園新築事業（4億7,898万8千円）

【単】防災行政無線デジタル化整備事業（3億3,750万円）【単】斎場改修事業（火葬炉改修）（1億4,677万2千円）

平成３０年度の普通建設事業費は、実質公債費比率等の財政指標に配慮した健全な財政運営を維持しつつ、平成２９年度以
降増加しているふるさと納税を活用し、合併特例債の発行期限を見据えた集中的かつ効果的な投資を行った結果、17億2,518
万7千円増（前年比＋79.5％）の38億9,430万7千円を計上。
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(5)重点化事業（61事業） 事業費合計：34億2,170万6千円
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〇地方創生推進交付金事業

・【新】シーリゾートトライアングル構想推進事業（2,785万円）・観光拠点からのｲﾒｰｼﾞ発信事業（1,000万円）

・【新】湯島で生きる”島活”応援事業（962万円） ・複合型ｽﾎﾟｰﾂ＆ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ事業（498万円）

・【新】「観食住」サイクル事業（1,350万円） ・観光トータルブランディング事業（2,000万円）

・自然景観修景事業（600万円）

〇ハード事業（一部ソフト含む）

【社会資本整備総合交付金事業】 【その他】

・前島地区総合開発事業（4億8,361万5千円） ・【新】樋合リゾート開発事業（3,386万2千円）

・千巌山開発事業（4,030万円）

・【新】道路改良事業（樋合地区リゾート開発）（1億9,000万円）

〇ソフト事業

・天草四郎観光協会補助金（3,493万1千円） ・総合観光プロモーション事業（1,269万1千円）

・ONSENガストロノミー推進事業（117万円） ・外国人観光客誘致事業（924万6千円）

・観光ガイドの会事業（105万6千円） ・スポーツ合宿誘致事業・スポーツの里づくり推進事業（712万4千円）

・イベント補助金事業（1,100万円） ・景観を満喫できる観光魅力づくり（6,474万9千円）

・サイクリングツーリズム推進事業（89万8千円）

①観光需要と観光消費の拡大（20事業） 事業費合計：9億8,259万2千円
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②農林水産物の生産・加工品開発・販売の促進（13事業）事業費合計： 3億2,543万2千円

〇地方創生推進交付金事業

・遊休養殖場を活用したｱｻﾘのﾌﾞﾗﾝﾄﾞづくり事業（2,050万円） ・関西・上天草交流事業（230万円）

・熊本マルシェ美味かモン出店事業（144万円） ・市産品開発支援事業（515万4千円）

・販売促進スキルアップ研修事業（100万円） ・ブラッシュアップ事業（483万7千円）

〇ハード事業

・【新】物産館さんぱーるに直結した生産販売体制づくり（2,330万9千円）

・水産物供給基盤機能保全事業（2億160万円）

・農林水産業の経営基盤の強化（県営農業農村整備事業）（1,172万8千円）

〇ソフト事業

・地産地消の推進（地場農畜産物利用拡大事業）（245万9千円）

・新規就業者の育成・企業参入支援（認定農業者等支援事業）（1,611万1千円）

・遊休農地の活用（一般農業振興事務事業）（746万円）

・農林水産業の経営基盤の強化（水産振興一般事務事業）（2,753万4千円）
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③地域ぐるみで子育てしやすいまちをつくる（7事業） 事業費合計：5億5,572万4千円

〇教育施設等の整備・改修等

・【新】小中学校トイレ改修事業（小学校校舎営繕事業）（180万円）

・【新】小中学校トイレ改修事業（中学校校舎営繕事業）（676万2千円）

・【新】教育環境の整備（耐震）充実（小学校校舎営繕事業）（1,335万3千円）

・【新】教育環境の整備（エアコン設置）充実（中学校校舎営繕事業）（1,694万9千円）

・ICT教育のための環境整備（3,355万9千円）

・龍ヶ岳公立保育園の整備（4億7,898万8千円）

〇ソフト事業

・上天草高等学校の魅力向上（431万3千円）
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④安定した魅力ある雇用の創出（3事業） 事業費合計：3,444万4千円

〇ソフト事業

・海運業の活性化（1,023万円）

・雇用の場創出と企業の人材不足解消（企業誘致事業）（138万円）

・雇用の場創出と企業の人材不足解消（商工振興対策事業）（2,283万4千円）

⑤災害に強い地域づくり、市民の防犯・防災意識の向上（9事業） 事業費合計：4億9,166万3千円

〇ハード事業

・【新】防災行政無線のデジタル化（3億3,750万円） ・【新】合津地区の治水対策（699万9千円）

・【新】北消防署移転に伴う防火水槽の解体設置（650万円） ・【新】大矢野庁舎非常電源導入事業（5,764万3千円）

・【新】龍ヶ岳地区の消防団格納庫の整備（80万円）

・排水機場の整備管理（土地改良施設維持管理適正化事業）（4,814万円）

〇ソフト事業

・自主防災会活動支援補助金（100万円） ・排水機場の整備管理（施設管理事業）（3,108万1千円）

・避難場所等整備事業費補助金（200万円）
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⑥合併後における課題の解決（9事業） 事業費合計：10億3,285万1千円

〇公共施設、インフラ等の整備・改修等

・市道舗装事業の推進（単独）（1億3,500万円）・市道舗装事業の推進（補助）（6,000万円）

・道路改良事業（補助）（2,000万円） ・道路改良事業（単独）（2,526万円）

・【新】交通安全施設整備事業（2,000万円）

・（仮称）大矢野宮津地区複合施設整備事業（7億2,000万円）

〇ソフト事業

・八代・天草架橋建設の推進（85万3千円）

・汚水処理人口の向上対策（浄化槽設置助成事業）（4,472万8千円）

・都市部からの人の流れの拡大（移住促進事業）（701万円）


